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りそなグループ CO2 排出量データ 2024 年度 
 

 
CO2 排出量の推移 

 (t-CO2) 

Scope 2022 年度 2023 年度 2024 年度 

Scope1 直接排出量 A 5,444 4,862 4,428★ 

Scope2 

間接排出量 
（基礎排出係数） 

B 44,007 44,112 17,438★ 

間接排出量 
（調整後排出係数） 

C 35,698 23,784 17,438★ 

Scope1・2 
合計 

基礎排出係数 A+B 49,451 48,974 21,866★ 

調整後排出係数 A+C 41,142 28,646 21,866★ 

Scope3 
(カテゴリー7) 

雇用者の通勤に伴う排出量  5,405 5,643 5,762★ 

 
集計対象 
株式会社りそなホールディングス、株式会社りそな銀行、株式会社埼玉りそな銀行、株式会社関西みらい銀行、
株式会社みなと銀行の 5 社 
 
算定方法 
エネルギー起源 CO2 を対象に算定しております。★で示す数値は、デロイトトーマツサステナビリティ株式会社による
第三者保証を受けております。 
Scope1  原則として、日本の｢エネルギーの使用の合理化及び非化石エネルギーへの転換等に

関する法律(省エネ法)｣および｢地球温暖化対策の推進に関する法律(温対法)｣に
基づき、エネルギー使用量に｢算定・報告・公表制度における算定方法・排出係数一
覧｣(環境省)の排出係数を乗じて算定しております。 

 なお、車両の利用に伴う排出量については、ガソリン使用額と「給油所小売価格調査
（ガソリン、軽油、灯油）」（資源エネルギー庁）のガソリン平均単価から計算された
ガソリン使用量に基づき算定しております。 

Scope2  電力の使用による排出量は、エネルギー使用量に各購入先電気事業者の基礎排出
係数または調整後排出係数を乗じて算定しております。賃借拠点及び店舗外 ATM
（以下「拠点等」という。）のうち、各購入先電気事業者の把握が困難な拠点等に
ついては、当該拠点等の所在地域を管轄する電気事業者（旧一般電気事業者）
から購入していると推定し、当該推定した基礎排出係数または調整後排出係数によ
り、電力の使用による排出量を算定しております。 

 熱の使用による排出量は、エネルギー使用量に｢算定・報告・公表制度における算定
方法・排出係数一覧｣(環境省)の排係数を乗じて算定しております。 

Scope3 
(カテゴリー7) 

 ｢サプライチェーンを通じた温室効果ガス排出量算定に関する基本ガイドライン
(ver.2.7)｣(環境省･経済産業省、2025 年 3 月)に基づき、1 年間の通勤交通費
に、｢サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出等の算定のための排出原単位
データベース(ver.3.5)｣の排出原単位を乗じて算定しております。 

 






